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【議題３】 

第２期和泉市障がい児福祉計画における令和３年度実績について 
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1．成果目標に対する実績 

（障がい児支援の提供体制の整備等）  

① 児童発達支援センター 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【成果目標】 

 目標値 備考 令和３年度末 令和４年度末 令和 5年度末 

児童発達支援センター 1か所 令和 5年度末時点 1か所 ― ― 

 
 

【国の基本指針】 
令和 5年度末までに児童発達支援センターを各市町村、または各圏域に少なくとも 1か所以上設置するこ
とを基本とする。 

【和泉市における成果目標の考え方】 
児童発達支援センターについては、すでに 1か所整備済みであることから、今後は、障がいの重度化・重
複化や多様化に対応する専門的機能の強化を図り、地域における中核的な支援施設として位置づけ、障がい
児通所支援等を実施する事業所と緊密な連携を図り、重層的な障がい児通所支援の体制整備を図ります。 



3 
 

② 保育所等訪問支援 
 
 
 
 
 
 
 

【成果目標】 
 
 

 

【成果目標】 

 

 

 

  

 目標値 備考 令和３年度末 令和４年度末 令和 5年度末 

保育所等訪問支援

実施施設数 

3施設 令和 5年度末時点 3施設 ― ― 

【国の基本指針】 
令和 5年度末までに児童発達支援センターが保育所等訪問支援を実施する等によりすべての市町村におい
て保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することを基本とする。 

【和泉市における成果目標の考え方】 
保育所等訪問支援は、児童発達支援センターを含む 2施設が実施しており、引き続き、児童発達支援セン
ターをはじめとする専門職による保育所等訪問支援事業を充実し、子どもや保護者が安心して生活できるよ
うな環境整備を進めます。 
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③ 重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所の確保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【成果目標】 

 目標値 備考 令和３年度末 令和４年度末 令和 5年度末 

重症心身障がい児を支援する 
児童発達支援事業所 
（定員 5人） 

1か所 令和 5年度末時点 3か所 ― ― 

重症心身障がい児を支援する 
放課後等デイサービス事業所 

2か所 令和 5年度末時点 4か所 ― ― 

 

 

  

【国の基本指針】 
令和 5年度末までに主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業
所を各市町村、または各圏域に少なくとも 1か所以上確保することを基本とする。 

【和泉市における成果目標の考え方】 
重い障がいのある子どもや医療的ケアが必要な子どもが身近な地域で必要な支援を受け、地域社会の一
員として安心して暮らせるよう、重症心身障がい児を支援する児童発達支援や放課後等デイサービスの事
業所を確保します。令和 2年 12月現在、児童発達支援事業所が 2か所、放課後等デイサービス事業所が 3
か所確保されている状況にあり、今後は安定した体制を確保することを目標とします。 
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④ 医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【成果目標】 

 目標値 備考 令和３年度末 令和４年度末 令和 5年度末 

【目標値】医療的ケア児支援の 

ための協議の場 
設置 令和5年度末時点 1回実施 ― ― 

【目標値】医療的ケア児に 

関するコーディネーター 
1人 令和5年度末時点 2人 ― ― 

 

※医療的ケア児に関するコーディネーターの役割：医療的ケア児とその家族の状況を踏まえた支援、医療的ケ

ア児が日常生活上必要とする医療的ケアの状況を踏まえた上で、個々の発達段階に応じた発達支援を行うと

ともに、保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の多職種が協働できるよう支援の調整を図り、医療的ケア児

とその家族が抱える課題解決に向けた個別支援を行う。 
  

【国の基本指針】 
令和 5年度末までに医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場を設けるとともに、医療的ケア児等に
関するコーディネーターを配置することを基本とする。 

【和泉市における成果目標の考え方】 
医療的ケアが必要な子どもが地域において必要な支援を円滑に受けることができるよう、関係機関の協
議の場を設置するとともに、相談支援専門員等、保健、医療、福祉、その他の各関連分野の支援を行う機
関との連絡調整を図るコーディネーターとして配置します。 
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２．計画の活動指標 

（障がい児支援等の見込量および実績） 

① 障がい児支援 見込量と実績（月あたり） 

 令和 3年度 令和４年度 令和 5年度 

見込量 実 績 見込量 見込量 

児童発達支援 
利用日数 1,700 人日分 1560 人日分 1,768 人日分 1,836 人日分 

利用者数 200人 168人 208人 216人 

医療型 

児童発達支援 

利用日数 23 人日分 0 人日分 23 人日分 23 人日分 

利用者数 1人 0人 1人 1人 

放課後等 

デイサービス 

利用日数 6,717 人日分 6,676 人日分 7,558 人日分 7,876 人日分 

利用者数 593人 524人 646人 699人 

保育所等 

訪問支援 

利用回数 51回 26回 61回 71回 

利用者数 38人 20人 50人 66人 

居宅訪問型 

児童発達支援 

利用回数 9回 0回 9回 9回 

利用者数 1人 0人 1人 1人 

障がい児相談支援 利用者数 86人 85人 94人 103人 

【考察】 
成果目標で示したように児童発達支援および放課後等デイサービスについては、重症心身障がい児や医療的
ケア児が利用できる事業所数は達成するとともに、見込量に近い実績となっており、見込量のサービス量を確
保していきます。現在のところ利用希望の相談はありませんが、医療型児および居宅訪問型の児童発達支援の
事業所は、市内にないため、受入れについて広域での調整・連携をすすめていきたいと考えます。 
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保育所等訪問支援は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、園・学校における外部事業所の受け入れが困
難だった状況から見込量を下回る実績となりました。 
 
② 発達障がい児支援 見込量と実績 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

 見込み量 実績 見込み量 見込み量 

ペアレントトレーニング
やペアレントプログラム
等の支援プログラム等 

受講者数 5人 0人 5人 5人 

ペアレントメンター 登録人数 1人 0人 1人 1人 

ピアサポート活動 参加人数 0人 0人 0人 0人 

 

【考察】 
新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、複数回数実施するペアレントプログラムの開催ができません
でした。感染状況なども考慮し、令和４年度はペアレントメンターによる保護者研修を行う予定ですが、今後
のペアトレなどの在り方について検討し、保護者の不安軽減に努めたいと考えています。 

 

 


